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特性×⽇常⽣活の⽀障 

2 発達障害はスペクトラム（連続体） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 上記の例以外にも、「特性×⽇常⽣活の⽀障」にはさまざまな組み合わせがあり、⾏動や状態

像、必要な⽀援の内容（⽀援の程度や緊急性など）は多様です。 
 
発達障害と連続する特性は、私たちの多くが持ち合わせていると考えられていま

す。同じような特性を持っていても、その強さ（濃さ）や⽣活環境などによって、
表に現われる⾏動や状態像はさまざまです。つまり、⽀援の必要性やその程度は、
特性の強さだけで決まるのではなく、本⼈が置かれている⽣活環境によっても変わ
ってくるのです。 

特性があるだけでなく、そのために⽇常⽣活に著しい⽀障を来しており、社会適
応上の困難も⼤きい場合に、「発達障害」の状態と捉えて必要な⽀援につなげていく
ことで、⽣活上の困難を軽減することができます。 

特性があっても、⾃分らしくいられる居場所や趣味を持ち、適性に合った仕事を
⾒つけ、充実した⽣活を送っている⼈もいます。⼀⽅、⼀番⾝近な家族や友⼈にす
ら考えや⾏動を理解してもらえず、苦しい思いを抱えている⼈もいます。 

まずは、本⼈の声に⽿を傾けることから始めてみましょう。 
 

特性の 

強さ（濃さ） 
日常生活の

支障の有無 

強い特性あり かなり支障あり 

やや支障あり

 支障あり 

やや特性あり 

特性あり 

状態像の例 必要な⽀援の例

特性が強く、生活上

の支障もかなり大き

い。 

「発達障害」の状態

と捉え、早急に適切

な支援につなげる必

要がある。 

特性はそれほど強く

ないが、生活上困る

ことがある。 

特性について周囲

の理解を促し、特

性に配慮した対応

を受けられる環境を

整える必要がある。
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3 基本となる考え⽅ 〜氷⼭モデル〜 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 
氷⼭は、その⼤部分が⽔⾯下に隠れており、海の上に⾒えているのはほんの⼀部

分に過ぎません。⾒えているのは、 “氷⼭の⼀⾓” です。⾒えている部分を⼩さくす
るためには、隠れている部分にも働きかけていく必要があります。 

 
同様に、問題（悩み事や困り事）として表に出ている部分の下には、もっと多く

の問題が隠れており、それらは互いに影響しあって存在しています。 
問題を軽減しようとする場合は、⽬先のことを何とかしようとするのではなく、

隠れている部分にも⽬を向けて、丁寧にアプローチしていくことが⼤切です。 
 
 
 
 

目に見える問題 

（相談の主訴） 

・勉強や仕事上のミスが多い 
・指示を覚えられない 
・人とうまくつきあえない 
・ひきこもっている 

・仕事が長続きしない  など 

家庭環境 教育環境 

職場環境 

健康状態 

（身体・精神） 
発達特性 

発達障害 

問題の背景 

要因 

 
相互に影響し 

あっている 
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行動の背景（理由）
に着目する

自己理解を促し
自己肯定感を引き出す

本人の意思や
価値観を尊重する

信頼関係を築く

折り合いのつけ方や
社会的ルールを伝える
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行動の背景（理由）
に着目する

自己理解を促し
自己肯定感を引き出す

本人の意思や
価値観を尊重する

信頼関係を築く

折り合いのつけ方や
社会的ルールを伝える

注１

注２

アーチル
北部（青葉区、宮城野区、泉区の方）
TEL 022-375-0176　成人直通
南部（若林区、太白区の方）
TEL 022-247-3828　成人直通

新規相談　再来・継続相談

★仙台市外（宮城県内）の方は、宮城県発達障害者支援センター「えくぼ」へ　TEL 022-376-5306

困りごとの整理
状態像の評価・相談

課題の共有・整理

就労前準備支援

就労支援

ここねっとデイ アクティブ・デイ

ほっとスペース
歩 歩゚゜

※地域活動推進
　センター

精神科医療機関等

居宅介護等、
在宅福祉サービス

ハローワーク

障害者職業センター

就労移行支援事業所

障害者相談支援事業所
区役所障害高齢課

生活支援等

各種コーディネート・支援連携

障害者就労支援センター

ここねっと なないろ

自閉症児者
相談センター

活動の動機付け・継続相談
３センターのバックアップ

※１　自閉症児者相談センターとは

　発達障害児者の地域生活支援を行っている支援機関です。主に知的な遅れのない方への支援を行う

　「ここねっと」と、知的な遅れと行動障害を併せ持つ方への支援を行う「なないろ」があります。

※２　地域活動推進センターとは

　知的な遅れのない発達障害の方が日中活動を行う場です。個別または小集団でのかかわりを通して、

　自尊感情を回復させ、主体的に生きる力を伸ばしていくことを目的としています。

　本人のニーズに基づき、特性に配慮した支援や環境調整、家族支援などを行います。




